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令和７年二級建築士学科試験 合格推定点と講評 

 

講師の岡部です。 

昨日の二級建築士学科試験を受験された皆さん！暑い中の試験、本当にお疲れ様でした。 

結果はいかがでしたか？少し落ち着いたところで、試験の内容を確認しておきましょう。 

 

令和７年二級建築士学科試験の講評をいたします。 

 

 

■TAC合格推定点 

TAC 合格推定点 60点以上 
TAC各科目基準点 計画 13点以上、法規 13点以上、構造 13点以上、施工 13点以上 

 

計画、法規、構造は「標準的な難易度」で、施工は「標準的～やや難しかった」ので、合格

基準点は例年通りと推定いたします。 

自己採点で無事に合格点に達した方は、すぐに設計製図の対策に移りましょう。（推定点よ

り１～２点足りなかった方も可能性はありますので、準備を始めることお薦めします。） 

 

なお、この推定点は TACが独自に算出したものです。実際の合格点とは異なる場合がありま

すことをご了承下さい。試験実施機関による正式な合格発表は 8月 25日(月)が予定されて

いますので正確にはそちらをご確認下さい。 

 

それでは、講評です。 

 

 

●計 画 

標準的な難易度の問題でした。新規問題もいくつかありましたが、全体的には過去問ベ

ースで対応可能な問題が多く、頻出の問題をしっかりこなしていれば、十分科目基準点はと

れたかと思います。 

 

【建築史】 

No.１の日本建築史では、昨年同様に新規問題が並びやや難しいのですが、肢３「桂離宮」

が「４畳半茶室の同仁斎」とされていて、不適当。同仁斎は令和５年で出題された銀閣の東

求堂にあるもので、過去問をしっかりおさえていればなんとか正答できたかと思います。 

 

【環境工学】 

No.３～No.10 の環境工学の問題では、どれも基本的な問題で正答肢を選びやすかったと思
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います。No.８のマンセル表色系の表現方法や No.10のクリモグラフの読み方の肢は絶対に

外したくないところです。 

 

【計画各論】 

こちらも過去問をベースとした解きやすい問題が続きます。No.12の肢４ではシェアハウス

の内容が問われました。シェアハウスはまさに今年の設計製図の課題です！このように設

計製図の課題と連動して出題されることもありますので、学科のときから設計製図を意識

した学習をすることが大事です。No.17では「高齢者や身体障害者等に配慮した建築物の計

画」として、新規の肢が沢山出題されやや難しい問題です。しかし、正答肢は令和３年に出

題された蹴込み寸法は 40㎜が不適当な肢でした。 

 

【建築設備】 

一転やや難しい問題が続きました。No.21では通気管の大気開口部の開放位置が問われまし

た。開口部の上端より 600㎜以上立ち上げるが正で 300㎜だと少し低い。これは平成 18年

の復活問題でした。No.22 では、泥だめの深さが 50 ㎜で OK かが、問われましたが 15 ㎝以

上必要なので不適当。排水ますの構造に関する問題は頻出ですので、今後は 15㎝も頻出の

数値になりそうです。 

 

 

●法 規 

標準的な難易度の問題でした。計算問題も過去問に類似の解きやすい問題で、しっかり

練習した方は、得点しやすかったかと思います。 

「脱炭素大改正」からどのような問題が出題されるかが注目されましたが、No.３・６・21・

25 の４問での出題となりました。しっかり法改正の内容を理解し、追録を読めるように準

備していれば正答できました。 

 

【建築基準法】 

No.３は頻出の「全国どの場所においても、確認済証の交付を受ける必要があるもの」です

が、「脱炭素大改正」の改正内容がしっかり理解できているかが問われました。改正後は構

造に関わらず、2 階建て以上、200 ㎡超の建築、大規模の修繕などで必要になりますので、

かえって解きやすい問題と言えます。No.６は「構造計算によって安全性を確かめる必要が

あるもの」でこちらも、「脱炭素大改正」の改正内容からの出題です。こちらも改正後はか

えって判断しやすくなっています（木造 3階以上、300㎡超、非木造 2階建て以上、200㎡

超で必要）ので、しっかり得点したかった問題になります。 

計算問題は３問で、No.５の「天井高さ」、No.16「容積率」、No.18「斜線制限」でした。ど

れも良く見たパターンの計算問題で、比較的簡単に答えを得ることができます。ケアレスミ
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スをしないようにしっかり計算していきましょう。 

また、設計製図の課題の「シェアハウス」は法的には「寄宿舎」として扱われますが、寄宿

舎については、No.９で防火上主要な間仕切壁は準耐火構造にする、No.20 で学校から用途

変更する場合の確認済証、といった出題があり、設計製図の課題との連動を感じさせます。 

 

【関係法令】 

No.22 は頻出の「二級建築士が設計してはならないもの」で、「脱炭素大改正」の改正内容

の理解が必要な問題です。間違わずにしっかり正答したいところです。No.25では「建築物

省エネ法」の単独問題が出題されました。建築物エネルギー消費性能基準に適合されなけれ

ばならないものを問う内容で、建築物省エネ法 20 条の適用除外から判断する問題でした。 

 

 

●構 造 

標準的な難易度の問題でした。力学は過去問ベースの解きやすい問題です。文章問題は

新規の内容がある程度目立ちましたが、正答肢は過去問ベースの問題が多く、頻出問題をし

っかり理解するように学習ができていれば、科目基準点はとれたかと思います。 

「脱炭素大改正」からも出題が No.11と 12でありましたが、法改正の内容が整理されてい

ればむずかしい問題ではありませんでした。 

 

【構造力学】 

No.１～３、６は基本的といって良い問題。ぜひ得点しておきたいところです。No.４静定ラ

ーメンの曲げモーメント図と最大のせん断力を問う問題です。静定ラーメンの曲げモーメ

ント図は少々理解が難しいところですが、過去に類似問題は多いので、しっかり練習できて

いれば得点できたと思います。No.５はトラスの切断法で正三角形の高さの計算が必要な問

題です。こちらも令和５年と類似問題ですので、過去問の練習ができていれば難しくなかっ

たはずです。 

 

【構造設計】 

No.７では、多雪区域以外の単位積雪荷重は積雪量１㎝ごとに 15Ｎ/㎡以上と出題されて、

これが不適当の正答肢。正答は 20Ｎ/㎡以上で令和３年に適当で出題されたものです。他の

問題も全て過去問ベースの解きやすい問題でした。 

 

【各種構造】 

No.11、12 の木質構造の問題では、「脱炭素大改正」の改正内容が出題されました。存在壁

量に算入できる準耐力壁、柱の小径の計算方法、筋かいの緊結方法。やはり、法改正の内容

が整理されていればむずかしい問題ではありませんでした。その他の問題も過去問ベース
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で解きやすい問題が多いのですが、No.18の建築物の構造計画に等に関する問題は新規問題

がずらっと並ぶ難問でした。ただし、正答肢は鉄筋コンクリート造で袖壁、腰壁は偏心率の

算定にあたり影響はない、が不適当の肢で、平成 28年の不適当の肢とまったく同じ内容で

した。いかに過去問を押さえることが大切かがわかる問題です。 

 

【建築材料】 

こちらも易しい問題が多く点数を稼ぎたいところですが難しい問題が少し混ざりました。

No.22のセメントの種類ごとの初期強度の大小を問う問題は難しい新規問題です。中庸熱ポ

ルトランドセメント、普通ポルトランドセメント、早強ポルトランドセメントの用途と特徴

を良く理解しておく必要がありました。 

 

 

●施 工 

標準的～やや難しい問題でした。昨年もそうでしたが、新規の内容が比較的多く正答を

選びにくい問題が多かったと思います。 

施工は実務経験の少ない方にとって、工事の内容がイメージしづらく知らない用語が多く、

覚えにくい科目になります。細かな数値を覚える前にできるだけその工事の「意味」を理解

するように、ネットの動画をみたり、先輩に聞いたりといった学習が大事だと思います。 

 

【施工計画～仮設工事】 

No.１はネットワーク工程表の計算問題です。令和２年から５年ぶりの出題です。さぼらず

に理解して練習した方にとっては簡単なラッキー問題でした。No.２～No.５の材料の保管

や廃棄物、仮設工事の問題は、頻出の過去問をこなしていれば、十分対応可能な問題が続き

ます。 

 

【各種工事】 

No.７では新規問題が並びますが、肢５の親杭横矢板工法で「根切」や「山留め」などの用

語が理解できていれば作業順序が明らかにおかしいと判断できました。No.12 は難問です。

ナット回転法による本締めの回転角度についての出題で、過去問ではＭ16 で 120 度回転で

出題されてきましたが、今回はＭ12で出題されましたので、不適当（正答は 60度）。No.13

も難しく、エンドタブやスタッド溶接後の検査基準が問われました。 

 

【積算・請負契約】 

No.24積算では、新規の用語が並びました。しかし、正答肢は直接工事費に直接仮設の費用

を含まれない、が不適当で含むが正。基本的な言葉の定義を覚えていれば、なんとか得点で

きました。No.24請負契約は昨年に続き監理業務について集中的に出題されました。新規の
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内容が多かったのですが、肢４の「施工計画について、品質が確保できないおそれがある場

合は発注者に対して助言し、受注者に対して報告する。」が、発注者＝建築主、受注者＝施

工者 の関係が理解できていれば、「なんとなくおかしい」と気づくことができたはずです。 

 

 

総評は以上になります。難問もいくつかみられましたが、ベースはやはり過去の頻出問題で

す。過去問を理解する努力をし、そこに出てくる数値を覚える工夫をした人は、十分に合格

推定点に到達できたと思います。 

 

 

さあ、次は設計製図試験です  

 

ＴＡＣでは「二級設計製図試験 課題の概要説明会（シェアハウス）」を 

7/９（水）・12（土）・13（日）に実施します！  

詳細はこちらをご確認ください。  

 

 

今年の一発合格を目指して、設計製図試験に向けて頑張りましょう！  

 

皆様の好結果を祈念しています 

ＴＡＣ建築士講座 

令和７年７月７日 

 

 

この総評の著作権は、ＴＡＣ株式会社または権利者に帰属しており、当社に無断で複製、改変、転載、転用、インター

ネット上にアップロードする等の著作権を侵害する行為は法律によって禁止されております。 

 

https://www.tac-school.co.jp/kouza_kenchiku/kenchiku_gd_gd.html#0709

